
◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

会　長　　松　下　和　雄
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　入　江　啓　太　 クラブ会報・広報・記録委員長　　坂　口　嘉　久

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

５月 18日（水）新旧合同委員会（引継例会）
５月 25日（水）クラブ協議会（新委員会協議会） 
６月 1日（水）各委員会報告
６月 8日（水）各委員会報告（先週の続き）・松尾邦光ガバナー補佐訪問

本日の会長の時間は、少し重く暗い話になりますが友人の牧師さんに教えて
貰った話です。
人生最後の時を過ごす患者たちの緩和ケアに数年携わった、オーストラリア
のナースによる、「死を間近に控えた人々の口にした後悔」の中で多かったも
のトップ5という記事を紹介させて頂きます。

1. 「自分自身に忠実に生きれば良かった」
「他人に望まれるよう」にではなく、「自分らしく生きれば良かった」と言う後悔。
これが最も多かったそうです。人生の終わりに、達成できなかった夢がたくさんあった事
に気づくのだそうです。ああすれば良かった、という気持ちを抱えたまま世を去らなけれ
ばならないことに、人は強く無念を感じるようです。

2. 「あんなに一生懸命働かなくても良かった」
男性の多くがこの後悔をするそうです。仕事に時間を費やしすぎず、もっと家族と一緒に
過ごせば良かったと感じるそうです。

3. 「もっと自分の気持ちを表す勇気を持てば良かった」
世間でうまくやっていくために、感情を殺していた結果、可もなく不可もない存在で終わっ
てしまった。という無念が最後に訪れるようです。

4. 「友人関係を続けていれば良かった」
人生最後の数週間に、人は友人の本当のありがたさに気が付くのだそうです。そして、連
絡が途絶えてしまっていたかつての友達に想いを馳せるのだとか、もっと友達との関係を
大切にしておくべきだった。という後悔を覚えるようです。

5. 「自分をもっと幸せにしてあげればよかった」
「幸福は自分で選ぶもの」だと気づいていない人がとても多いそうです。旧習やパターンに
絡めとられた人生を「快適」と思ってしまったこと。変化を無意識に恐れ「選択」を避け
ていた人生に気づき、悔いを抱えたまま世を去ってく人が多いそうです。

以上、どれも重く響く内容です。私もこれを聞いて、後悔を残さないように毎日の生活を
もう一度、考えなおしたいと思いました。
皆さんはどう思いますか？

本誌は、職場や家庭に持ち帰って、皆さんでご一緒にお読み下さい
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令和4年５月１１日（水）
青少年奉仕委員会　矢野　聡委員長より卓話が行われました。

日本の少子高齢化と人口減少は世界的に有名です。
出生数は減り続けて2016年度の出生数100万人以下となり、2021年の出生数は84万人でした。
特殊出生率の計算は1年以内に15歳から49歳までのそれそれの年齢の女性が生んだ出生率を平均し
ています。若い女性の出生率は1.3人程度です。
出生数が増えない理由は子供を産むことのできる若者が減少、出生率が低下しているからです。
子育て・出産支援、女性が活躍できる社会作り、安心して生活できるように格差社会の解消、政府機関・
企業の地方移転など少子化対策が最近新聞紙面を飾っていますが、日本の人口構成を考えれば人口減
少は避けられません。
2021年に人口は戦後最大60万人以上減少しました。2015年以降は毎年減少して2060年には現在
の人口の約三分の二の8500万人程度になると推測されています。
2014年に「日本の約半数の市町村は将来人口を維持できなくなり消滅する可能性がある」との報道
は日本中に大きな衝撃を与えました。東京圏への人口集中、地方から東京へ移動する若者の増加です。
東京の特殊出生率は1.13と非常に低く、子供の数が減少し高齢者の数が増加しています。人口の偏在
も少子化の大きな原因の1つと考えられています。
この地域でも JR加古川駅周辺は大規模マンションが建築され、中心部の人口は増えていますが、北へ
車を15分も走らせると田園風景が広がり空き家が目立つような状態です。この地区では大学へ進学す
ると都市部で就職し実家へは帰ってこない。
結婚すると利便性のある中心部に引っ越していくなどで、若者の人口が減っているようです。
人口の減少は国力低下・経済成長の減速・社会保障制度の崩壊などの問題に直面します。
人口減少に歯止めをかける政策も必要ですが人口減少は避けられません。
その時代になっても慌てないように人口減少の状態を受け入れ、人口減少が前提で暮らしていけるよ
うに社会整備をしていくことが必要だと考えます。

青少年奉仕委員会卓話青少年奉仕委員会卓話

例会記録　2022.5.11（水）　通算 2025 回

ソ ン グ

出 席 報 告

創 業 記 念

「君が代」「我等の生業」「四つのテスト」

　４月１３日　会員数４０名　欠席者 　５名　  出席率　82.14％ （修正による）
　（この内出席免除者　１７名） 

　５月１１日　会員数４０名　欠席者   4 名　  実出席者数　３１名
　　　　　　　（この内出席免除者　１７名）      出席率　88.57％

㈱貝塚工務店 1931 年 5 月（91 年） 京谷　愼平会員 
十輪寺 1977 年 5 月 1 日（45 年） 西田　光衛会員 
㈲マスダ薬局 1998 年 5 月 15 日（24 年） 増田　耕太郎会員
村上歯科医院 1986 年 5 月 1 日（36 年） 村上　則宏会員 

誕 生 祝 青木　裕加会員　西田　光衛会員
入江　啓太会員　川口　英之会員

結 婚 祝 内海　　薫会員　小高　徳之会員
佐野　栄作会員　西中　亮二会員

矢野　聡 委員長
出生数減少の危機出生数減少の危機



議案事項：

１．５月、６月のプログラムの件（後記参照②）  ……………………………………………… 承認
２．創立記念例会の件 ………………………………………………………………………………… 承認
　　６月２６日（日）１８：３０～　加古川プラザホテル 
３．４月１３日（水）開催の献血例会収支報告の件 ……………………………………………… 承認
　　受付：７１人　採血：６４人 
４．高砂市国際交流協会会費の件  ………………………………………………………………… 承認
５．クールビズの件  ……………………………… 6/1～9/末まで（奨励期間は様子をみて決定）
６．ホームページでの出欠確認の件  …………………………………今まで通りFAXでの出欠確認
７．次年度の委員会構成表の件  …………………………………………………………………… 承認
８．その他
　　 ①新旧合同理事会　６月１日（水）開催　例会終了後 …………………………………… 承認
　　 ②観桜例会収支報告の件 ……………………………………………………………………… 承認
　　 ③３０周年記念誌破棄の件 ……………………… 記録用及び予備として２０部を残して破棄

会長挨拶：　松下会長

報告事項：　出席報告　　  （庄司　武）　　  （後記参照①）

　　　　　   会費納入状況（三枝　丈次）　　4 月末　　100％

通　算 第 544 回
2021 ～ 2022 第 11 回

日 令和４年 5月 11日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者
松　下 〇 櫻　井 〇 矢　野 〇
庄　司 〇 村　上 〇 藤　井 〇
入　江 〇 佐　野 〇
三　枝 〇 濵　田 〇

3/2 3/9 3/16 3/30 4/6 4/13 4/20
会　員　数 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０
出　席　数 ４０ ２０ ２９ ３1 ２８ ２２ ２７
メークアップ ０ ３ ０ １ １
欠　席　数 ０ ９ ６ ４ ５
（出席免除） １７ １７ １７ １７ １７ １７ １７

報告事項：
①  出席報告

３月度 本クラブ出席率 84.52％  メークアップ率 2.70％  修正出席率85.90％
４月度 本クラブ出席率 84.77％  メークアップ率 ％  修正出席率 ％

５月

４ 休会
【定款第 7条第 1節 (d) による】

11 卓話　矢野聡委員長
【職業奉仕委員会】

18 新旧合同委員会（引継例会）

25 クラブ協議会（新委員会協議会）

②  ５、６月のプログラム

６月

１ 各委員会報告

８ 各委員会報告（先週の続き）
松尾邦光ガバナー補佐訪問

15 会長・幹事退任挨拶

26 創立記念例会　加古川プラザホテル
　　　（22日分）【親睦委員会担当】

29 休会
【定款第 7条第 1節 (d) による】

矢野　　聡
青少年奉仕委員会卓話をさせていただきます。

松下　和雄・櫻井　宣孝・廣瀬　明正
濵田　喜重・大村　裕史・坂口　嘉久
吉川　　弘・田中　伸明・大橋　卓司
井野　隆弘
青少年奉仕委員会矢野様、卓話よろしく御願い致し
ます。

青柳　　淳
濵田会員、先月の地区研修、協議会後の懇親会では
フカヒレの刺身をはじめ沢山のおいしい料理とおいし
い紹興酒を、ごちそう頂き有難うございました。

志方　正昭・京谷　愼平
京谷、中谷、両先生に先日ゴルフのきびしい御指導
していただきありがとうございました。

少し、上達しましたので安心しています？？？

西田　光衛
・井野病院で胃カメラ、MRIの検査OKでした。
  御礼の意味で…
・45年前京都から十輪寺住職になりました。（57代目）
・今日が92回目の誕生日です。記念品ありがとうござ
います。

京谷　愼平・入江　啓太・中谷　利幸
誕生日お祝い有難うございました。

内海　　薫・小高　徳之・佐野　栄作
森本　匡裕
結婚記念日の御祝ありがとうございました。

増田　耕太郎・京谷　愼平・村上　則宏
原　　久美
創業記念日の御祝ありがとうございました。

柿木　國夫・田中　浩行・三枝　丈次
村上　則宏
花をかざりましょう。

幹事報告　第 28 回（通算 2023 回）
１．地区より
　⑴ 2022 年地区研修協議会出席へのお礼文が届いています。
　⑵指導者育成セミナーのご案内が届いています。
　⑶「ROTARY May2022」が届いています。
２．PHD協会より、「PHD LETTER」第 149 号が届いています。
３．高砂市吹奏楽団より、第 39 回定期演奏会兼チャリティーコンサートのご案内が届いています。
４．明石ロータリークラブより、例会変更のご案内が届いています。
回覧いたしますのでご確認下さい。
（幹事より）来週は新旧合同委員会で引継例会となります。次年度に向けての大切な例会になりますので多

数の出席をお願いします。

＊ 次回理事会（新旧合同理事会）　　６月　１日（水）　
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